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公共性をつくる

Musashino Place

ザーが限られる傾向にあります。比較的施策が手厚い武蔵野市

でも、とりわけ若い世代の参画を促すことは難しいとされてい

ました。武蔵野プレイスでは、このような状況を鑑みて、地域

社会を構成する人々が全世代的にまんべんなくやって来るよう

な施設となることを目標にしました。そうやってはじめて「公

共性」というものが生まれるのではないかということです。

武蔵野プレイスは、図書館系、生涯学習系、市民活動系、青少

年系という4つの機能からなる複合施設です。図書館や公民館

といった従来の類型にとらわれることなく、図書や活動を通し

て、市民同士が気軽に交流し、さまざまな人たちの居場所にな

るような、「知的交流拠点」をつくろうという試みです。

公共施設は、その独特の雰囲気や敷居の高さから、意外とユー
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建築の力でひとを引きつける

ROOM

予定されている機能は、公共施設としては標準的で、それだけ

で隣のショッピングセンターにたむろするティーンエージャー

たちを引っ張って来れるとは思えません。そこで私たちは、誰

もが空間自体を魅力的に感じられるようなものにしていくこと

によって、これまで公共施設と無縁だった人たちも含め、さま

ざまなユーザーを引き付けてゆくことをめざしました。

居心地のよさ、さらには空間の喜びのようなものをつくり出し

、建築の力によって、全世代参画性、つまりは「公共性」を立

ち現せようという試みです。
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図書館×市民活動×生涯学習×青少年支援

Ambience
また、4つの機能をシームレスに融合させて、機能的にも空間

的にも曖昧なすき間がたくさん含まれた状態をつくることで、

類似施設にありがちな堅苦しさを解き放ち、さまざまな活動や

さまざまな人たちの居場所をつくり出そうとしました。

図書館×市民活動×生涯学習×青少年支援

Ambience
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身体をめぐる分節性

Human Scale

具体的な計画論として、武蔵野プレイスは、機能別にゾーニン

グして配置していく通常の手法ではなく、人の身体から割り出

された心地よいスケールのスペースを多数用意して、これらの

小分けにされたスペースを、全層にわたって連結させ組み合わ

せていくという、独自の方法によって設計されています。建物

を機能に即してあつらえるよりも前に、まずは人の身体にフィ

ットさせて、人が感じる居心地の良さをベースにつくっていこ

うということです。最終的には、かたちやスケールだけでなく

、色、光、音、空気等、多層なパラメータで、ゆったりと人の

身体を包み込み、多重的に居心地のよい場として設計されてい

ます。
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つながることの可能性

ROOM×ROOM

こうして生み出されてきた個々のユニットは、「ルーム」と

呼ばれています。武蔵野プレイスは、丸みを帯びた数十個の

「ルーム」の集合体から成り立っているというわけです。ま

た「ルーム」同士の関係はパラレルで、かつすべてが数珠繋

ぎにつながった状態になっています。
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武蔵野プレイスの4つの機能はい

ったんこれら数十個の「ルーム」

に振り分けられた後に、連鎖的な

関係が生まれるように順列・組み

合わせがスタディされ、立体的に

練り上げられているのです。

図書館×市民活動×生涯学習×青少年支援
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適度なざわめきがリラックスを生む

ROOM×Soundscap

1Fのエントランスを入ると、まずはど真ん中にカフェがある大

きな「ルーム」に迎え入れられます。よく見るとカフェカウン

ターはぐるり360°回っていて、半分は検索用端末や本棚等、

図書館機能として使われています。程よいざわめきやカップが

ふれあう音、端末を操作する音が、適度な通奏音となって、訪

れる人を包み込み、公共施設にありがちな敷居の高さをぐっと

下げ居場所なのだということを語りかけているわけです。カフ

ェに隣接して、マガジンラウンジやギャラリーの「ルーム」が

つながり、吹き抜けを介して、四隅から図書館の「ルーム」が

見え、上方には市民活動の「ルーム」がのぞいている。
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ブラインドにランダム

に開けられたピンホー

ルから漏れた光はまる

で木漏れ日のように優

しく室内を照らします

カフェと検索コーナー

をひとつながりのカウ

ンターとしてエントラ

ンスホール中央に配置

しました

ケヤキ並木をすぐ近く

に感じる明るく開かれ

たスタディーコーナー

吸い込まれるような螺

旋階段により上下方向

の回遊性を増していま

す
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次々とつながる活動の連鎖

ROOM via ROOM

このように武蔵野プレイスでは、「ルーム」から「ルーム」

へ、つまり活動から活動へとずるずるとつながって、本をさ

がしに来た人が知らず知らずのうちにミーティングに参加し

ていたり、地下のティーンズのコーナーに遊びに来た人が隣

り合う図書エリアに自然に入って行って、そのまま図書館の

奥へと導かれていったり、スタディコーナーを利用する人が

、市民活動のエリアを見ながら移動するうちに、ついつい巻

き込まれてしまうといったことが、日常的に起こりうるよう

に意図されています。
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つつまれるような空間が居心地をつくる

Roomness

また全てが「ルーム」の集合体としてできているということは

、廊下が全くないということでもあり、活動と活動が無媒介的

に隣接しながら連鎖し、普段あまり接することがない人たちが

活動を通して自然に混じり合うようになります。こうして建築

空間そのものが交流装置として機能するわけです。
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「ルーム」の集合体としてつくられている武蔵野プレイスは、独自の空間体験をもたらすように考えられています。私たちの最大の目論見も実はここにあります。
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身体にはたらきかける開口部

Orifice

「ルーム」は、それぞれがひとつの室としてのまとまりがあり

、人をやわらかく包み込むような十分な内部性・求心性をもっ

ている一方で、同じ形状の開口部を介して、あらゆる方向から

隣接する「ルーム」につながっていきます。開口部は、いった

ん人が通れるくらいの高さに絞り込まれるので、包まれ絞られ

また包まれて、身体的にぶれやリズム、共鳴のようなものが生

じ、直近の記憶と混じり合う人の認知構造とが相まって、ひと

つの空間を体験するのとは異なる別な次元が生成してくるわけ

です。
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乳化する空間

Public Condition

私たちはそういった空間のリフレクションや相互貫入のような

効果を「乳化」と呼んだりもしています。つまり「公共性」と

いうものは、日常からやや励起された状態から生まれるのでは

ないだろうかということです。そういった場所に身を置くこと

で、何かうきうきしたような気持ちになったり、何かいいこと

を思いつきやすくなったり、いつもよりちょっとだけやさしい

気持ちになってコミュニケーションが起こりやすくなったり、

たまたま居合わせた人に対しても少しだけシンパシーが生まれ

やしないか、そうやって空間からパブリック・コンディション

（公共状態）というべきものが生成することをめざしていまし

た。

13

PHOTO : SHIMIZU KEN



思考を生み出す装置

Awareness

同時にそれは、特に目的もなく訪れたとしても、空間がつなが

っているそのあり方自体によって創造性が触発され、思いがけ

ない発想や活動へと導かれ、そのなかに入ると誰でもクリエイ

ティブになれるような、思考の装置となるのではないかと期待

しています。
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武蔵野プレイスの開口

部からぽんと型抜され

たかのようなベンチ

3階のワークラウンジ

では広い年齢層が自由

に集まりそれぞれの活

動を楽しんでいます

地下の特性を活かし壁面書架を採用することで、ゆったりと本に囲まれた閲覧スペースを実現しました

適度なざわめきの中で

は他の利用者に気兼ね

すること無く親子での

利用が可能です

15

撮影 : 小川重雄

撮影 : 小川重雄

PHOTO : SHIMIZU KEN

PHOTO : SHIMIZU KEN



機能のグラデーション

Overlaped function

たとえば勉強したいと思った時に、3階のスタディーコーナー

で同じように勉強しているひとたちに囲まれて勉強したい人も

いれば、地下1階の本に囲まれた静かな場所に居たいひともい

ますし、ざわめきのあるカフェコーナーがよいというひともい

ます。どこかの場所に固定的な機能を与え、人のおこないをコ

ントロールするのではなく、人のおこないの結果そこにふわっ

と機能が立ち上がり、さらにその行為に影響を受けた他者のふ

るまいによってじわりと機能の雰囲気のようなものが広がって

ゆくような場所のあり方をめざしました。

どの場所も人によって時間によってその性格を刻々と変化させ

ながら存在しています。
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回遊性を喚起する階段

ROOM×Staircase

「ルーム」から「ルーム」へ巡り歩いてゆくと時折、吹き抜け

を介して思いがけない活動にであったり、目的外の発見があっ

たりします。ふいに現れる階段を上ってみると、それまでとは

すこし違った雰囲気の「ルーム」の中にぽんと吐き出されるか

のような空間体験があります。

ユーザーの回遊性をうながし、セレンディピティを増すように

どの階段もつい上ってみたくなるような魅力を持たせました。
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ユニークな青少年支援

Unique Support

青少年支援施設では青少年だけが囲い込まれがちな現状があり

ます。プレイスでも地下2階に青少年専用のスペースを作りま

したが、それだけでは同年代以外は管理者しかいないという学

校の延長になってしまいます。普段場を共有することのない格

好いい大人や面白いNPO活動に出会ったりなど、少し視野が広

がるようなﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽが必要ではないかと考えました。

そこでスタディコーナーを3階に置き、市民活動支援のワーク

ラウンジに隣接させることで、特に意識すること無く他の年代

と交わるようプログラムしました。

また、ベーシックな居場所となる地下2階のｽﾀｼﾞｵﾗｳﾝｼﾞにはお

しゃべりできるテーブルと椅子、簡素なソファ、一人で勉強の

できる机など様々な居方をアフォードする家具を設えました。
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ひとが直接触れる家具には無垢材

を使いました。時が経つにつれて

その表情の豊かになる生きた材料

が市民に愛されるものになること

を願います。
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手仕事跡の残る左官

Material

外壁には職人の手仕事跡の残る左官仕上げを採用しました。美

しく磨きこまれたこの仕上げはひかりのあたりかたによって周

囲の景色をやわらかく映し込みます。つい手で触れてみたくな

るこの材料はこどもたちにも人気です。
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公園のもたらす環境

ROOM×Park

武蔵野プレイスのメインエントランスは一体整備された公園に

繋がります。公園は街に開かれた大きな「ルーム」であり、子

どもたちの走り回る自由な雰囲気は、スピーチバルーンのよう

な開口を介して内部にも共鳴しているかのうようです。建築の

中だけで完結するのではなく、街に対して真に開かれることで

、プレイスの理念が市民に共有されると考えます。
21

撮影 : 小川重雄



図書館

青少年活動支援

市民活動

生涯学習

共用

トイレ・バックスペース
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観音院(寺院)

境南ふれあい広場公園

広域配置図　1:1600

JR武蔵境駅

駅南口ロータリー

アーケード

武蔵野プレイス

名称　　：武蔵野プレイス
所在地　：東京都武蔵野市境南町2-3-18
敷地面積：2,166.20㎡
延床面積：9,809.76㎡
階数　　：地上4階、地下3階
最高高さ：GL+19.9ｍ
構造　　：地上SRC、地下RC

アーケード

武蔵野プレイスはJR武蔵境駅前に立地した公園一体型の複合施

設です。図書館を中心として、青少年活動支援、市民活動支援

、生涯学習支援がシームレスに展開されています。

昼間仕事をしている方にも利用しやすいよう開館時間をam9:30

~pm10:00とするなどソフト面においても独自の取り組みによ

り幅広い年齢層を受け入れています。

N



観音院(寺院)

ふれあい広場公園

駐輪場ﾊﾞｲｸ置き場 管理駐車場

カフェ

返却本架

ﾏｶﾞｼﾞﾝｺｰﾅｰ

ﾏｶﾞｼﾞﾝｺｰﾅｰ

ｷﾞｬﾗﾘｰ

風除室
風除室

事務室

予約本室

車用EV 吹抜

吹抜吹抜

吹抜

エントランスホール

1F平面図+公園　配置図　1:400

N
武蔵境南口

メインエントランス
サブエントランス

通用口

やや歪んだ丸い広場をキャラクターのような

ベンチがぐるりと取り囲みます。

座ってみるとなんとなく

みんなが繋がっているように感じられます。

中央の広場はベンチに囲まれることで

ほのかな劇場性を帯び、こどもは遊び

まわるものの、大人は少し遠慮がちに

使うといった心理的な区分けがされて

います。

建物周囲を取り巻く豊かな既存並木と新たに植栽した

樹木は季節ごとに刻々とその表情を変え、開口を通し

て内部を彩るとともに、外壁に映ろい、佇まいを淡く

変化させます。 既存ケヤキ並木既存イチョウ並木

既存サクラ並木

全方位から自由に出入り可能な

フラットなアプローチ

ケヤキ群

ソヨゴ群

イロハモミジ群

シマトネリコ群

シャラ群

ヤマボウシ群

既存クス並木

カツラ並木

ベンチはひとりでもふたり以上でも

すんなり使えるよう注意深く距離を

設定しました。

・ひとりで休憩

・マンツーマンの英会話レッスン

・親子でおしゃべり

などさまざまな居方や面白い使い方

の光景が見られます。

円形の公園を利用した夏祭り 公園を利用したあおぞら読書会 朝市やイベントも催されます 屋上緑化による省エネ 木々に囲まれた公園 春、北側道路は桜並木となります
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1

水勾配

メインライブラリー

躯体と仕上げの間を

冷気・暖気が流れる

輻射冷暖房

人を包み込むルームのかたちに

マッチした空調方式

躯体に蓄熱した熱を

じんわりと輻射する

タスクアンビエント方式で
必要な場所に必要なだけの照明を

付ける事で省エネに貢献する

サウンドマスキング

空気としてはつながっているが

機能や雰囲気の異なるルームが

次々と連続する

いろいろな居方を許容する

ゆるい全体システム

サウンドマスキング

スタジオラウンジ

オープンスタジオ

メインライブラリー

エントランスホール･カフェ マガジンラウンジ

スタディコーナーワークラウンジ

木製デッキ 屋上庭園 メンテ通路

ロビー

テーマライブラリー

境南ふれあい広場公園

テーマライブラリー

▽RFL

床仕上：ゴムタイル 　t=2.5  
ユニットフロア下地

断熱材：
発泡ウレタンt25

アスファルト露出防水　の上
アスファルト成形保護板t=6貼りの上屋上緑化
立上り部：アスファルト成形保護板

梁耐火被覆：

断熱材：
現場発泡ウレタン t=15

断熱材：
現場発泡ウレタン t20

断熱材：
現場発泡ウレタン t25

断熱材：
押出法ポリスチレンフォーム t35　打込

手摺：ガラス

水切目地：20×15

鳩よけワイヤー

外壁：コンクリート打ち放し補修の上
鉱物性漆喰特殊金ゴテ仕上げ　光触媒塗布

アスファルト露出防水の上
アスファルト成形保護板t=6貼りの上再生木材デッキ敷き　t=30　金属根太
立上り部：アスファルト成形保護板

カーテンボックス

ブラインドボックス

ステンレス水切

壁面書架用照明

断熱材：
現場発泡ウレタン t20

包まれるような居心地の良さを体

感できるよう、プレイスではシェ

ルのような形状のルームに対して

、シェルとシェルの間の空間に冷

気・暖気を流すことで包まれるよ

うな輻射環境を提供しています。

日射負荷の大きいペリメーターゾ

ーンに設置されたファンコイルユ

ニットは、深夜電力でピークカッ

トした地下蓄熱槽からの冷温水を

利用しています。

これに加えて屋上はほぼ100%緑化

しており、さらに建物の半分は熱

負荷の少ない地下に埋設すること

で、冷暖房にかけるエネルギーを

抑えています。

断面詳細図　1/100

包まれるような温熱環境

多くの既存図書館では利用者のクレ

ーム対策の観点から過剰に静かにす

ることを強いる状況があることをリ

サーチによって知りました。しかし

静か過ぎる空間ではちょっとした物

音も耳に伝わってしまい、さらにク

レームを助長するという負の連鎖に

陥っているという状況も同時に発生

しているようでした。

武蔵野プレイスでは閲覧室などでも

静か過ぎる場所ができないよう暗騒

音として知覚されるマスキング音を

スピーカーから流すことで、周囲の

ちょっとした物音が気にならないよ

う配慮しました。

サウンドマスキング
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野縁受け 
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ｼﾞｮｲﾝﾄ位置

溶接

SUS304 t=1.5 鏡面#600
低頭フラットビス併用接着貼

天井R部の空隙を
ダクトスペースとして
利用している

天井R部詳細図　1/50

窓まわり詳細図　1/50

外　部　側 内    部　側

フロートガラス22mm
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水切り
SUS304 3x50
焼付け塗装

FCUカバー
SUS304 t=1.5　バイブレーション

電動縦型ブラインド（FM式）
スラットレーザーカット

天井R部
LGS下地 野縁　GBt=9.5+GR5+5
寒冷紗張り､ﾊﾟﾃ補修の上､超低汚染AEP
1層目と2層目は目地をずらす

天井水平部
LGS下地 野縁　GBt=9.5+9.5
寒冷紗張り､ﾊﾟﾃ補修の上､超低汚染AEP

垂壁窓面
LGS下地 野縁　GBt=9.5+9.5
寒冷紗張り､ﾊﾟﾃ補修の上フッ素塗装

開口補強材:65x30x10x2.5
st 曲げ枠t=1.6
ｼﾞｮｲﾝﾄﾃｰﾌﾟﾊﾟﾃしごき
寒冷紗張り､ﾊﾟﾃ補修の上､超低汚染AEP
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側板・背板・座板・貫：ホワイトアッシュ無垢材 艶消しUV
座面内側４面　　　　：ビニルレザー貼り　
　　　　　　　　　　　モールドポリウレタン下地

48
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7
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5

565

▽2FL

▽3FL

天井1/8球部
LGS下地 野縁 GRGt=5
寒冷紗張り､ﾊﾟﾃ補修の上､超低汚染AEP

天井水平部
LGS下地 野縁　GBt=9.5+9.5
寒冷紗張り､ﾊﾟﾃ補修の上､超低汚染AEP

開口補強材:65x30x10x2.5
st 曲げ枠t=1.6
ｼﾞｮｲﾝﾄﾃｰﾌﾟﾊﾟﾃしごき
寒冷紗張り､ﾊﾟﾃ補修の上､超低汚染AEP

X1

ボイドスラブ厚350mm

輻射熱では対応できないペリメータ

ーゾーンはファンコイルユニットを

設置した。冷温水配管スペースは天

井R部と躯体の空隙を利用した。
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撮影 : 小川重雄
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